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は
利
用
者
、
職
員
の
安

心
・
安
全
を
担
保
す
る

取
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
最
新
の
介
護
機
器

を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
。

　

夜
勤
の
負
担
軽
減

へ
、
３
年
前
か
ら
導
入

し
て
い
る
の
が
ア
ル

コ
・
イ
ー
エ
ッ
ク
ス（
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
、
木
田

文
二
社
長
）
の
見
守
り
機

器
「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
プ
ラ
ス
」。
赤
外
線

カ
メ
ラ
が
ベ
ッ
ド
上
の
動
き

を
解
析
し
、
入
床
・
就
床
・

起
床
・
離
床
を
検
知
す
る
。

通
知
時
に
は
画
像
で
利
用
者

の
様
子
が
確
認
で
き
、
訪
室

の
判
断
を
助
け
る
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
課
長
の
稗

島
慎
哉
氏
は
「
可
視
化
で
き

る
点
が
最
大
の
長
所
。
以
前

は
マ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー
を
使
用

し
て
い
た
が
、
誤
報
も
多
く

負
担
に
な
っ
て
い
た
」
と
話

す
。
映
像
が
残
る
た
め
、
転

倒
が
発
生
し
た
際
の
原
因
分

析
や
事
後
対

策
も
講
じ
や

す
い
と
の
こ

と
。
万
が
一

利
用
者
が
ケ

ガ
を
し
た
場

合
は
、
虐
待

疑
い
の
解
消

に
も
つ
な
が

る
と
い
う
。

　

天
間
荘
で

は
１
月
現

在
、
同
製
品
を
12
台
設
置
。

「
特
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
新
規
利
用
者
は
特
養
入
所

者
よ
り
生
活
の
情
報
が
少
な

く
、
動
き
の
予
測
が
し
づ
ら

い
た
め
、
よ
り
有
効
に
使
え

る
」と
稗
島
氏
は
説
明
す
る
。

本
体
は
可
動
式
の
専
用
支
柱

（
写
真
）
や
、
天
井
突
っ
張

り
型
手
す
り
に
取
り
付
け
ら

れ
る
の
で
、
設
置
場
所
の
変

更
が
簡
便
。
こ
う
し
た
点
も

シ
ョ
ー
ト
で
の
利
用
に
適
し

て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環

境
が
十
分
整
っ
て
い
な
い
同

施
設
に
お
い
て
、
職
員
の
Ｐ

Ｈ
Ｓ
へ
通
知
で
き
る
こ
と
も

選
定
の
後
押
し
に
。「
Ｐ
Ｈ

Ｓ
は
部
屋
番
号
の
通
知
の
み

で
画
像
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
併
用
し
て

い
る
。
い
ず
れ
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
へ
統
一
す
る
」

（
同
氏
）。
来
年
度
中
に
は
施

設
内
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
完
備

し
、
将
来
的
に
は
同
製
品
の

全
室
導
入
も
見
込
ん
で
い

る
。夜

勤
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

　

現
在
、
夜
勤
は
２
、
３
階

の
居
室
フ
ロ
ア
に
各
２
人
、

計
４
人
体
制
。
巡
回
は
２
時

間
に
１
回
行
っ
て
い
る
。
夜

勤
体
制
の
確
保
は
同
施
設
で

も
課
題
の
一
つ
。「
未
経
験
・

無
資
格
者
を
採
用
し
て
い
く

な
か
で
、
夜
勤
に
抵
抗
が
あ

る
人
は
少
な
く
な
い
」
と
同

氏
。実
際
に
夜
勤
に
つ
く
と
、

不
安
か
ら
必
要
以
上
に
巡
回

し
て
し
ま
う
職
員
も
い
る
そ

う
だ
。

　

こ
う
し
た
精
神
的
な
負
荷

を
和
ら
げ
る
こ
と
も
見
守
り

機
器
導
入
の
ね
ら
い
だ
と
同

氏
は
強
調
す
る
。「
機
器
を

適
切
に
活
用
し
、
夜
勤
の
動

き
方
や
、
訪
室
の
判
断
基
準

な
ど
を
職
員
間
で
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ

り
、
経
験
だ
け
に
頼
ら
な
い

夜
勤
が
可
能
に
な
る
」。
夜

勤
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ

と
は
、ひ
い
て
は
人
材
確
保
・

定
着
に
寄
与
す
る
と
語
っ

た
。

り
う
る
」
と
足
立
氏
は
期
待

を
寄
せ
る
。

　

こ
れ
ま
で

に
、
ニ
ー
ズ
リ

ス
ト
を
見
て
31

団
体
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
う
ち

16
団
体
が
開
発

意
向
を
も
っ
て

い
る
。
企
業
間

マ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
い
て
も
「
他

社
技
術
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
」

10
社
、「
自
社

技
術
を
紹
介
し

た
い
」
16
社
が

エ
ン
ト
リ
ー
し

て
お
り
、
２
件

の
企
業
間
面
談

を
実
現
し
た
。

実
証
や
検
証
機

関
へ
の
取
次
な

ど
を
含
め
る

と
、
総
エ
ン
ト

リ
ー
数
は
68
団

体
（
う
ち
企
業

は
58
社
）
を
数
え
る
。

イ
ン
カ
ム
に
見
る
「
現

場
ニ
ー
ズ
」
の
大
切
さ

　

実
際
、
見
守
り
セ
ン
サ
ー

が
介
護
施
設
で
普
及
し
始
め

て
い
る
が
、
イ
ン
カ
ム
と

セ
ッ
ト
で
導
入
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

　

こ
れ
は
、
見
守
り
セ
ン

サ
ー
の
普
及
の
検
証
時
に
、

現
場
か
ら
「
イ
ン
カ
ム
と
一

緒
に
使
え
ば
効
果
的
」
と
い

う
声
が
上
が
り
、
急
速
に
普

及
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
「
現
在
で
は
、
国
の
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
助
成
を
受
け
る

要
件
に
イ
ン
カ
ム
が
位
置
づ

け
ら
れ
る
ほ
ど
重
点
分
野
と

同
等
以
上
の
扱
い
と
な
っ
て

い
る
。
当
初
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
イ
ン
カ
ム
が
、
見

守
り
セ
ン
サ
ー
普
及
の
カ
ギ

だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
現
場

ニ
ー
ズ
を
汲
ん
で
活
か
す
必

要
性
は
高
い
と
い
え
る
」（
足

立
氏
）。
ニ
ー
ズ
リ
ス
ト
に

隠
れ
た
使
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
に

期
待
が
高
ま
る
。（
続
）

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
で
き
る
コ
ト
〜
現
場
活
用
の
た
め
に
〜
②

　「
ニ
ー
ズ・シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
」と
は

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
開
発
メ
ー
カ
ー
に
届
け
る
架
け
橋

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
間
荘（
静
岡
県
富
士
市
）

カ
メ
ラ
付
き
見
守
り
、シ
ョ
ー
ト
で
活
躍

展示会ウェブサイト

富士山の麓に立地。1984 年開設

パラマウントベッド社の「眠り SCAN」

ベッド上・周囲の動きを検知

稗島慎哉施設
サービス課長

活
用
事
例
紹
介

東
京
ケ
ア
ウ
ィ
ー
ク
開
催

介
護
ロ
ボ・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
最
新
技
術
も
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「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」用
い
た
講
座
を
開
始

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
使
え
る
即
戦
力
を
育
成

三幸学園

　

ビ
ー
シ
ス
テ
ム
の
介
護
ソ
フ
ト

「
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
」
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
使
い
や
す
さ
を
第
一
に
、

パ
ソ
コ
ン
等
が
苦
手
な
人
で
も
簡

単
に
操
作
で
き
る
仕
様
。
同
一
法

人
が
多
数
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
運
営
す
る
場
合
も
、
フ
ァ
ー

ス
ト
ケ
ア
で
各
事
業
所
の
情
報
を

一
元
管
理
で
き
る
。

あ
ら
ゆ
る
介
護
事
業
者
に

最
適
な
シ
ス
テ
ム
運
用

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
状
況
に

依
存
し
な
い
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
／

サ
ー
バ
型
」
と
「
ク
ラ
ウ
ド
型
」

の
良
さ
を
合
わ
せ
も
ち
▽
請
求
時

期
な
ど
の
繁
忙
期
で
も
動
作
の
遅

延
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
操
作
を
実
現

▽
自
動
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
最

新
状
態
に
保
持
▽
外
部
に
持
ち
出

し
た
く
な
い
重
要
な
デ
ー
タ
は
自

社
で
管
理
可
能
―
―
な
ど
、
介
護

事
業
に
最
適
な
運
用
が
で
き
る
。

記
録
や
画
像
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
共
有
を
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
実
現

　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
・
ポ
ー
タ

ブ
ル
」は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
活
用
し
て
、

現
場
で
ケ
ア
内
容
を
記
録
で
き
る

ほ
か
、
画
像
の
共
有
が
で
き
、
傷

や
身
体
状
況
な
ど
を
よ
り
詳
し
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

音
声
入
力
機
能
も
あ
り
、
ス
ム
ー

ズ
な
記
録
を
実
現
す
る
。

　

提
供
し
た
ケ
ア
内
容
を
そ
の
場

で
入
力
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ

間
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
が
共
有

で
き
る
。
利
用
者
を
見
守
り
な
が

ら
す
ぐ
に
入
力
で
き
る
の
も
ポ
イ

ン
ト
だ
。
ケ
ア
後
に
事
務
所
で
行

う
こ
と
の
多
い
入
力
作
業
が
不
要

と
な
る
こ
と
で
、
残
業
時
間
削
減

な
ど
も
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ

ｈ
通
信
対
応
の
バ
イ
タ
ル
測
定
器

と
連
動
し
、
測
定
し
た
内
容
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
・

ポ
ー
タ
ブ
ル
に
記
録
す
る
こ
と
も

可
能
。

サ
高
住
・
デ
イ
・
訪
介

を
横
断
で
活
用

　

来
夢
（
富
山
県
氷
見
市
、
岩

倉
香
織
社
長
）
は
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
リ
ハ
・

ハ
ウ
ス
来
夢
」
の
ほ
か
、
サ
高

住
に
併
設
の
訪
問
介
護
、
訪
問

看
護
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
、
全

事
業
所
に「
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
」

を
導
入
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
サ
高
住
・
デ
イ
・

訪
介
・
訪
看
で
は
「
フ
ァ
ー
ス

ト
ケ
ア
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
」
も
導

入
し
、
業
務
改
善
や
サ
ー
ビ
ス

の
質
向
上
に
繋
げ
て
い
る
。

　

サ
高
住
は
要
介
護
５
や
末
期

が
ん
等
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
重

度
者
が
多
く
、
看
取
り
対
応
を

行
っ
て
き
た
。「
通
常
業
務
と

併
せ
て
、
手
厚
い
ケ
ア
が
求
め

ら
れ
る
利
用
者
も
い
る
。
職
員

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
業
務

改
善
が
必
要
と
考
え
て
い
た
」

と
同
施
設
管
理
者
統
括
の
矢
代

虎
太
郎
さ
ん
は
話
す
。

　

そ
こ
で
▽
導
入
し
や
す
い
価

格
帯
▽
法
人
が
運
営
す
る
全

サ
ー
ビ
ス
に
導
入
で

き
、
情
報
共
有
も
で

き
る
▽
施
設
で
導
入

し
て
い
た
見
守
り
シ

ス
テ
ム
と
連
携
で
き

る
―
―
こ
と
な
ど
か

ら
ビ
ー
シ
ス
テ
ム
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
の
導
入
を
決

め
た
。

利
用
者
に
合
わ
せ
記

録
テ
ン
プ
レ
ー
ト

設
定
も
可
能

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
で
は
、
食

事
量
や
排
泄
状
況
等
の
記
録
内

容
を
２
週
間
分
ま
と
め
て
表
示

で
き
る
た
め
、
利
用
者
の
状
況

変
化
が
把
握
し
や
す
い
。

　

さ
ら
に
、
事
業
所
が
個
別
で

提
供
内
容
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

設
定
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
記
録

が
行
え
る
。
同
施
設
で
は
「
声

か
け
で
入
浴
し
ま
し
た
」「
自

立
支
援
の
た
め
に
一
緒
に
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
し
た
」
な

ど
、
日
々
の
ケ
ア
で
行
う
内
容

を
登
録
し
て
い
る
。

　

テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
内
容
は
随

時
更
新
で
き
る
の
で
、
利
用
者

に
よ
っ
て
「
ス
ト
ー
マ
対
応
し

ま
し
た
」
な
ど
個
別
事
例
等
の

項
目
を
施
設
側
で
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
て
利
用
し
て
い
る
。

画
像
記
録
や
見
守
り

機
器
と
の
連
携
で
手

厚
い
ケ
ア

　

ま
た
、
ケ
ア
記
録
に
画
像
を

添
付
で
き
、
利
用
者
の
身
体
状

況
の
他
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
様
子
や
、
食
事
内
容
を
画
像

と
一
緒
に
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
矢
代
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
家
族
が
利
用
者
と
の
面
会

が
制
限
さ
れ
る
中
、

画
像
で
の
情
報
共
有

が
よ
り
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
フ
ァ
ー
ス

ト
ケ
ア
の
良
い
機
能

だ
」
と
評
価
す
る
。

　

同
施
設
で
は
、
利

用
者
の
容
態
変
化
の

早
期
発
見
・
対
応
に

見
守
り
機
器
を
導
入

し
て
お
り
、
フ
ァ
ー

ス
ト
ケ
ア
導
入
に
あ

た
っ
て
、
見
守
り
機

器
と
シ
ス
テ
ム
の
連
携
も
行
っ

た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
睡
眠
状
態
な

ど
の
デ
ー
タ
と
ケ
ア
内
容
を
同

時
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
転
倒
リ
ス
ク
や
介
助

の
必
要
性
を
個
別
に
判
断
し
、

事
故
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
繋
げ

て
い
る
。

行
政
・
家
族
・
事
業

所
の
連
携
ノ
ー
ト
へ

の
複
数
記
入
を
改
善

　

併
設
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
情
報
連
携
の
た
め
▽
他
事

業
所
▽
事
業
所
内
▽
家
族
―
―

そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
ノ
ー
ト
が
あ

り
、
複
数
に
記
載
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
事
務

作
業
の
負
担
が
非
常
に
大
き
か

っ
た
と
矢
代
さ
ん
は
振
り
返

る
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア

を
導
入
し
た
こ
と

で
、
入
力
し
た
記
録

内
容
を
利
用
者
ご
と

に
出
力
で
き
、
印
刷

し
た
内
容
を
ノ
ー
ト

に
張
り
付
け
る
だ
け

で
転
記
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
た
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア

導
入
後
は
管
理
者
の

事
務
作
業
時
間
が
１

日
４
〜
６
時
間
削
減

さ
れ
る
な
ど
、
事
業

所
全
体
で
事
務
作
業
の
約
60
％

削
減
が
実
現
で
き
た
。

　
「
研
修
や
会
議
以
外
で
の
残

業
が
な
く
な
り
、
職
員
が
利
用

者
と
過
ご
す
時
間
の
確
保
が
で

き
、
ま
た
、
休
憩
時
間
を
し
っ

か
り
休
む
な
ど
仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
オ
ン
／
オ
フ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
導
入
の

効
果
を
話
す
。
業
務
改
善
し
た

こ
と
で
、
働
き
や
す
い
と
感
じ

る
職
員
が
増
え
て
、
離
職
率
が

低
下
し
て
い
る
。

　

矢
代
さ
ん
は
「
現
在
は
シ
ス

テ
ム
や
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る

業
務
負
担
軽
減
・
ケ
ア
の
質
向

上
に
投
資
し
て
い
る
段
階
。
今

後
は
職
員
へ
の
給
与
や
福
利
厚

生
へ
還
元
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改
善
で
成
果
を
上
げ
る
施
設
が
増
え
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
介
護
人
材
が
不
足
す
る
な
か
で
職
員
の
負
担
軽
減
を
実
現
し
、
時
間
確
保

に
よ
る
ケ
ア
の
質
向
上
等
の
好
循
環
を
実
現
で
き
る
こ
と
。
ビ
ー
シ
ス
テ
ム
（
川
崎
市
、笠
原
正
博
社
長
）

の
介
護
ソ
フ
ト
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
」
も
現
場
の
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
と
ケ
ア
時
間
の
創
出
が
で
き
る

こ
と
と
、
介
護
保
険
全
サ
ー
ビ
ス
対
応
が
評
価
さ
れ
、
全
国
３
８
０
０
カ
所
以
上
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
に
当
時
介
護
業
界
に
先
駆
け
と
し
て
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
活
用
し
て
そ
の
場
で
ケ
ア
記
録
が
で
き

る
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
」
を
発
売
。
介
護
現
場
の
声
を
聞
き｢

価
格
と
機
能
の
バ
ラ
ン
ス

に
優
れ
、
充
実
の
サ
ポ
ー
ト
で
高
い
満
足
度
」
を
実
現
し
て
い
る
。

介
護
ソ
フ
ト「
フ
ァ
ー
ス
ト
ケ
ア
」

業
務
改
善
で
事
務
作
業
60
％
軽
減

サ
高
住・デ
イ・訪
問
介
護
な
ど
で
一
括
導
入

ビーシステム

管理者統括の
矢代虎太郎さん

施設ごとに提供内容のテンプレートを
設定できる

利用者を見守りながらその場で入力

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
６
分
野
13
項
目
」
の
重
点
分
野

が
設
定
さ
れ
、
す
で
に
「
見
守
り
セ
ン
サ
ー
」「
装
着

型
パ
ワ
ー
ド
ス
ー
ツ
」「
ラ
ッ
プ
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
」
な
ど
が
普
及
し
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
介
護
現

場
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省

は
現
場
か
ら
集
め
た
ニ
ー
ズ
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
に
応
用
で
き
る
技
術
を
も
つ
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
始
め
て
い
る
。
同
事
業
を
受
託
す

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
の
足
立
圭
司
シ
ニ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
聞
い
た
。

ニーズ・シーズ連携協調協議会で検討されたニーズリスト
（一部抜粋・一部編集）

記録・業務報告・把握に関
する内容

介護記録の効率化と適正入力支援
記録・申し送り業務に関する負担軽減

排泄支援・介助負担軽減に
関する内容

個別排泄支援に繋げるための排泄パターンの把握
トイレ・ベッドでの移乗介助時の腰部の負担軽減
在宅高齢者の排泄状態・リズムの把握
排泄時の移乗介助（車いす⇔便座）・立位保持における介護者の身
体的負担軽減
狭小スペースにおける排泄介助
個室トイレ内での転倒防止

利用者の状態把握・見守り
業務の負担軽減に関する
内容

夜勤帯の見守り業務における対応の優先順位付け
複数のナースコールの優先順位付け
在宅高齢者の状況把握・情報提供・自立支援

食の自立・栄養改善・誤嚥
防止・業務負担軽減に関す
る内容

トロミ付けの効率化と濃度の適正化
トロミ付け業務の効率化
食事介助・支援（配膳・残食量確認・記録等）の効率化

介護業務での負担軽減
車いす利用者の移動介助の効率化
シーツ交換の効率化・負担軽減
送迎車内での利用者見守り（体調変化や不穏の把握）

薬剤の与薬に関する内容 誤薬の防止

３
年
間
で
寄
せ
ら
れ
た

現
場
ニ
ー
ズ
を
活
か
す

　

同
事
業
事
務
局
の
足
立
氏

は
「
介
護
現
場
の
改
善
ニ
ー

ズ
が
把
握
さ
れ
て
も
、
技
術

を
も
つ
企
業
と
共
有
で
き
な

い
と
意
味
が
な
い
」と
話
す
。

　

そ
の
た
め
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
・
実
証
・
普
及
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」

で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

「
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
事
業
」を
追
加
し
、

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
１
８
年
〜

20
年
に
か
け
て
都
道
府
県
に

設
置
さ
れ
た「
ニ
ー
ズ
・
シ
ー

ズ
連
携
協
調
協
議
会
」
で
検

討
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
た
「
ニ
ー
ズ
リ
ス

ト
」
を
広
く
公
開
し
、
活
用

で
き
る
技
術
を
も
つ
企
業
と

共
有
す
る
こ
と
で
、
次
世
代

の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
加
速
さ

せ
る
事
業
。

　

足
立
氏
は
「
企
業
や
関
係

者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
は
、
想
定
を
上
回
る
３

０
０
社
に
視
聴
し
て
い
た
だ

い
た
。
関
心
が
高
い
と
い
う

こ
と
は
、
現
場
の
改
善
の
た

め
に
技
術
を
も
つ
企
業
に
協

力
い
た
だ
け
る
機
会
が
広
が

る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

48
項
目
の
ニ
ー
ズ
に

68
団
体
エ
ン
ト
リ
ー

　

同
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
ニ
ー

ズ
リ
ス
ト
は
全
48
項
目
。「
排

泄
動
作
・
介
助
負
担
軽
減
」

に
関
す
る
も
の
が
多
い
が
、

中
に
は
「
介
護
記
録
の
効
率

化
」「
申
し
送
り
業
務
の
効

率
化
」
な
ど
非
介
護
業
務
の

負
担
軽
減
に
関
す
る
も
の
、

「
食
品
の
ト
ロ
ミ
付
け
業
務

の
効
率
化
」「
誤
薬
の
防
止
」

な
ど
、
日
常
業
務
で
感
じ
て

い
る
現
場
発
の
ニ
ー
ズ
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
（
表
）。

　
「
現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い

た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
さ

れ
、
普
及
す
る
将
来
と
は
、

持
続
可
能
な
介
護
現
場
が
実

現
し
た
世
界
の
こ
と
で
、
介

護
人
材
不
足
や
離
職
率
の
高

さ
に
対
す
る
解
決
策
と
も
な

ニーズリスト
　

学
校
法
人
三
幸
学
園
（
東

京
都
文
京
区
、
昼
間
一
彦
理

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天

間
荘
（
静
岡
県
富
士
市
、
入

所
80
床
＋
シ
ョ
ー
ト
20
床
）　

介
護
・
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
総
合
展
「
東
京
ケ
ア

ウ
ィ
ー
ク
」
が
３
月
９
日
〜

11
日
の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
（
南
展
示
棟
）
で

開
催
さ
れ
る
。
①
ケ
ア
テ
ッ

ク
ス
東
京
②
次
世
代
介
護
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
③
超
高
齢
社

会
の
ま
ち
づ
く
り
展
④
在
宅

医
療
総
合
展
⑤
介
護
予
防
総

合
展
⑥
か
ら
だ
ケ
ア
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
―
―
の
６
展
で
構
成
。
あ

わ
せ
て
４
３
０
社
・
団
体
が

出
展
す
る
。

　

健
康
増
進
・
予
防
か
ら
介

護
・
医
療
ま
で
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
が
一
堂
に
会
し
、
当
ジ
ャ

ン
ル
の
展
示
・
商
談
会
と
し

て
は
国
内
最
大
規
模
。「
ケ

ア
テ
ッ
ク
ス
東
京
」
内
で
は

介
護
用
品
・
福
祉
機
器
の
ほ

か
、
介
護
食
品
や
配
食
、
食

事
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
集
め
た

「
ケ
ア
フ
ー
ド
東
京
」、
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
対
応
で
注
目
さ
れ
る

「
介
護
シ
ス
テ
ム
東
京
」、
見

守
り
セ
ン
サ
ー
等
の
最
先
端

技
術
が
比
較
で
き
る
「
見
守

り
シ
ス
テ
ム
東
京
」
の
３
つ

の
特
別
専
門
展
も
行
わ
れ

る
。

　

講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
は
「
業

界
動
向
」「
施
設
運
営
」「
人

事
・
教
育
」「
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
向
け
」「
出
展
商
品

紹
介
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
19

コ
ー
ス
よ
り
84
セ
ッ
シ
ョ

ン
。い
ず
れ
も
要
事
前
予
約
。

　

入
場
料
は
５
０
０
０
円
。

招
待
券
持
参
ま
た
は
ウ
ェ
ブ

か
ら
来
場
事
前
登
録
（
Ｑ

Ｒ
）
を
行
え
ば
無
料
。
そ
の

際
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

と
し
て
来
場
日
の
指
定
が
必

要
と
な
る
。
出
展
社
ブ
ー
ス

へ
の
来
場
予
約
を
事
前
に
行

い
、
当
日
実
際
に
商
談
す
れ

ば
、
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も

実
施
。

　

問
合
せ
は
運
営
会
社
の
ブ

テ
ィ
ッ
ク
ス
（
☎
03
・
６
３

０
３
・
９
８
０
１
）
ま
で
。

事
長
）
は
、
同
校
が
運
営
す

る
全
国
７
カ
所
の
福
祉
専
門

学
校
の
必
修
科
目
で
、
パ
ラ

マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
社
の
「
眠

り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
ス
キ
ャ
ン
）」

を
活
用
す
る
講
座
を
取
り
入

れ
て
い
る
。

　

同
講
座
は
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
高
齢
者
の
睡
眠

の
特
徴
な
ど
を
学
ぶ
座
学
の

内
容
に
「
な
ぜ
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
が
現
場
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
か
」
な
ど
の
講
義
を

加
え
た
も
の
。「
眠
り
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｎ
」
を
実
際
に
使
用
す
る

こ
と
で
、
機
器
の
有
用
性
や

高
齢
者
の
睡
眠
ケ
ア
に
ど
の

よ
う
に
介
入
で
き
る
か
を
、

実
習
を
通
し
て
学
ぶ
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

介
護
人
材
不
足
が
課
題
と

な
る
中
で
、「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｎ
」
な
ど
の
見
守
り
機
器
を

導
入
す
る
施
設
は
増
え
て
い

る
が
、
中
に
は
機
器
を
使
う

こ
と
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
す

ぐ
に
活
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　

同
校
で
は
、
機
器
の
使
用

方
法
か
ら
睡
眠
ケ
ア
の
介
入

方
法
ま
で
教
え
る
こ
と
で
、

「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
の

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
で
き

る
即
戦
力
と
な
る
介
護
人
材

を
育
成
し
て
い
く
。

　

介
護
福
祉
を
学
ぶ
学
校

で
、
こ
う
し
た
必
修
授
業
を

導
入
す
る
の
は
全
国
初
。
三

幸
学
園
は
、
医
療
・
保
育
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ

な
ど
の
分
野
に
お
け
る
専
門

的
な
職
業
人
の
育
成
校
を
運

営
す
る
学
校
法
人
で
、
専
門

学
校
数
は
全
国
に
64
カ
所
、

生
徒
数
は
約
２
万
６
０
０
０

人
い
る
。

特 集

移乗・立ち上がり時の介助者負担を減らし、
本人の安全快適を実現

屋外移動を楽々と、施設内移動をテキパキと、
足の振り出しアシストで屋外歩行をはつらつと

施設でも、自宅でも室内での転倒・異常をセンサーが
見守り。緊急時は家族や介護スタッフにお知らせ

入浴動作を最小限の介助で可能に

出先でも膀胱・腸内の尿・便のたまり具合
をお知らせ、トイレ個室内での動作を支援、
居室内で排泄物の後処理（水洗・ラッピン
グなど）も可能に

ロボットが「～しようよ」と語りかける
コミュニケーションロボット

介護ロボットのセンサーが検知した情報を集約・解析
し、より良いケアを促すコンピュータシステム

「6分野13項目」とは
ビーシステム
ホームページ


